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第１次戦略の進捗と課題
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橿原市のまち・ひと・しごと創生総合戦略
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新たなしごとづくりの支援

かしはらビジネス商談会
橿原商工会議所と連携して意欲ある事業者の取組を支援。商談会・展示会・相談会を
通じて、より多くの企業が新しい販路を開拓できる場を提供しています。

 創業支援融資制度
 企業立地促進奨励金（事業所等設置奨励金、雇用促進奨励金）
 空き店舗対策事業
 合同企業説明会
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＜WEB広告＞
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＜首都圏シンポジウム＞＜雑誌・広告＞

＜町家・旅籠の集い＞ ＜春の神武祭＞ ＜大芸術祭＞
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＜観光案内所＞ ＜Free Wi-Fi整備＞ ＜日本文化体験教育プログラム＞

観光地としてのＰＲ①



観光地としてのＰＲ②
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移住促進
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◆結婚活動の支援 ◆妊娠・出産からの切れ目のない子育て支援

結婚・妊娠・出産・子育てへの取り組み
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大和八木駅周辺地区のまちづくり

・みち再生事業 ・橿原三号歩行者
専用道路事業

・八木駅南市有地
活用事業
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四条池
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<凡例>

プロジェクト用地

拡張検討地

歩行者動線(ヘルシーロード)

車道線の強化

広場・公園等ｵｰﾌﾟﾝｽﾍﾟｰｽ

(ヘルシープラザ)

都市計画道路

※ ヘルシーロード：市が構想する健康に
つながる歩行者動線

ヘルシープラザ：ヘルシーロードの起終
点にある休憩場所等

橿原キャンパスタウン

・健康と環境に焦点を定め、人々の暮らし方や都市としての
活動に新たな機会や知的刺激を提供するなど、
オリジナルな価値を創出することにより、
まちのブランド力を高めるまちづくり

・新駅整備や周辺整備により先進的な交通環境を整え、
次代の奈良を担う学生・教職員住民、来訪者など
多様な人々が集い、地区全体がキャンパスの様に
活気溢れるまちづくり

メディカル
タウン

ウェルネス
タウン

スマート
タウン

新駅を中心とした
まちづくりゾーン

新たな顔づくりゾーン

新たな東西動線

高度医療ゾーン

高等教育・研究ゾーン

医大病院整備

駅前広場

新キャンパス
整備新キャンパスと

連携した
産学官連携ゾーン
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奈良県立医科大学周辺まちづくり基本構想（素案）



第１次総合戦略中間評価（平成29年度3月末）

KPI の達成度
A：達成度

60%以上
B：達成度

60%未満
C：その他 合計

基本目標１
地域の特性を活かしたしごとをつくる

4（40%） 5（50%） 1（10%） 10

基本目標2
新たな人の流れや交流を増やす

3（37%） 4（50%） 1（13%） ８

基本目標 3
若い世代の結婚・妊娠出産子育て希望をかなえる

2（18%） 7（64%） 2（18%） 11

基本目標４
安心して便利に暮らせるまちをつくる

4（36%） 5（45%） 2（18%） 11

総数 13（32%） 21（53%） 6（15%） 40

A達成度60％以上：目標達成に向けて進捗している、または目標を達成している
B達成度60%未満：現時点では、目標達成に向けた政策効果が必ずしも十分に発現していない
Cその他：現時点で実績値の把握ができないもの、または実績値のないもの
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中間評価からみた第１次総合戦略の課題

• 達成度 60％以上の KPI は 13 指標で全 40 指標の 1/3 であるが、「基本
目標 3 若い世代の結婚・妊娠出産子育て希望をかなえる」については
18%に止まっている。

• 実施段階で住民や多様な主体が参加する官民連携の取り組みが少な
く、地方創生推進交付金の獲得に至っていない。

• 総花的な内容になっており、市が重点的に推進する分野・取り組みが不
明確である。

• 市町村間で取り組みに差がないようなものも含まれている。

• 具体的な事業の推進を図る体制がなかった。

• 既存事業の延長の内容が多かった。

• 数値目標や重要業績評価指標（ＫＰＩ）設定の妥当性。

少子高齢化、人口減少に歯止めがかかっていない
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第２次戦略に向けて
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国の第１期まち・ひと・しごと創生総合戦略
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（１）人口減少・少子高齢化

• 地方の生産年齢人口は4年間で243万人減少

• 就業者数はむしろ増加

→人口減少を女性や高齢者の社会進出で補っている状態

人口

•総人口は8年連続の減少

•高齢化率は28.1％と最高
を記録

出生

•合計特殊出生率は1.42
（2018年）

•年間出生数は91万8千人
（2018年）

国の第１期における地方創生の現状
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（２）東京一極集中の継続

人口移動により…

全国に占める東京圏の出生数割合の増加傾向
＝地方とのつながりが弱い者が増加

依然として東京一極集中の傾向

• 2018年には13万6千人の転入超過

• 東京圏の人口は3,658万3千人（全人口の約3割）

転入超過数の大半は若年層
近年は女性の転入超過数が増加傾向
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（３）地域経済の現状

• 東京圏とその他地域との県民所得等の差
• 中小企業の人手不足感の高まり

雇用・所得環境の改善

•完全失業率、有効求人倍率の改善

•時間当たりの賃金上昇

一方…経済環境に厳しい地方も

他方で…

•訪日外国人旅行者数が3,119万人
に

•農林水産物・食品の輸出額が9,000
億円超え

海外の活力の
高まり
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地方創生に関する将来の見通し
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地方創生に関する将来の見通し
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国の第２期（2020～2024年度）の方向性
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国の第２期（2020～2024年度）の方向性

21



奈良県のまち・ひと・しごと創生総合戦略
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第２次総合戦略 橿原市の論点

総合計画アンケート、ワークショップ、市長インタビューから

• 結婚・出産・子育て・教育への政策

• 関係人口の創出・拡大に向けた取組による質の高い社会の実現

• 奈良の歴史、文化、景観、環境の魅力が伝わる情報発信

• 市と市民の双方向の情報交流

• 県内自治体との広域連携の推進

• 奈良県立医科大学周辺のまちづくり

• 橿原市庁舎の建設とJR畝傍駅前のまちづくり

• スポーツと健康のまちづくり

• 大阪、2024年に向けた統合型リゾート（IR）誘致や2025年万博開催を見
据えたまちづくり
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第２次総合戦略の方向性

戦略策定ワークに先立ち、第２次総合戦略の体系をどうするか

• 重点的な施策の選定をどうするか
（現状の取り組みの取捨選択）

• 新たな内容をどこまで取り入れるか
• 財政の担保
（地方創生推進交付金は事業費の1/2）
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